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2種の異なる鋼材間の溶接

′｢Lす,光一-■E･尊堂鉄･化乍な･どみ畦プラントのマンモス化かしlちじ

るL＼､それにつれて樅器ノ1大形化が進んでいるが,そのような人

形品ノ)製作には従来のような一体鋳造では無理で､各部分を分割し

て作り,溶接Lて組立てるという溶桟構造によらねばならなし-｡

たとえば,水中ランナでは,クラウン,シュラウドリング,ベー

ン乙■どをそれぞれ作って溶接構造とするのであるか,水流などによ

る衝撃が大きく摩耗のはげLい部分には特殊鋼を使い,比較的安定

L,摩耗の′トさいところには軟鋼を使う左･ど,各部に最適の材質を

遥起することかでき,ランナの-#言古姓氏 コストの低‾Fに効果があ

る｡しかL,反血,各部に巽純刀1㌻属を使うと,それぞれグ)熱処

理特作が異なるために,札止のi糾妾性が悪くなり,溶篠根術に大き

な課題が生じていた.っ

このため,溶接件の悪い高〃こ素鋼､介余鋼など2植の異なる鋼材

間の浴風土か迫‾求され,数多くの息験をくり返して開発されたのが,

本特許刀ような方}去である｡

本‾方法は二つの鋼材の突イナせに溶接の古銭な材質にト抑仁の分属の

肉盛りをL,それぞれ適当する温度で千熱を子fない,熱によって咄

化した部分を消滅させたあと,本溶柁を行なうのである.二.

二うすると,熱貫之響が肉盛り部分にLやへいされて､二つの鋼材を

硬化させないた･め,満接部近辺こ二緋】てJ変化がおこらず,スム【ズな

i容接ができる､J

写真は､拝延機Hj減退歯車をインフラユニソトヒ【タを用いて予

熱し,ハ/卜て-ク溶接によりバタリング作業をLてし､るところで,

歯車のりム柑はSCM鋼である｡､

本特許は昭柑39年に公告きれたが､それ以前すでにイント/Jm

クラ発電れ ノi馴余聞発休∫(会社御母友党電析の人形水中ランナの溶

接構造化に人きな成果を上げ,以来,各椎プラントの大形機器の製

作に寄与Lてきた､日立溶接技術陣のたゆみない研究の結晶である｡




